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■例えば reperfusion injury，集中
治療医学会，脳神経外科学会では「再
灌流障害」ですが，麻酔科学会，循環
器学会，腎臓学会の用語集では「再灌
流傷害」。ネット上では，どちらかと
いうと「障害」のほうが優勢ぎみ。

「内科学用語集」（98年）では「再灌
流傷害」ですが，学会ホームページの
Journal@rchive で検索すると，日本
内科学雑誌でも「再灌流障害」があ
り，「障害」と「傷害」が混在してい
るようです。時間経過のうちどの時点
でかかわるかで違ってくるのが，不思
議です。
　 要 は“injury”。「ALI/ARDS診 療
のためのガイドライン」では，障害・
傷害・損傷の使い分けについての説明
があり，ALI を急性肺損傷としていま
した。で“AKI”，まだ定訳がないだ
けにどうするか。本誌では“純粋にコ
トバの持つ意味を尊重し”（解説より）

「急性腎傷害」としました。failure か
ら injury への言葉の変更は，新たな
る概念の提示であり，多数派に従って

「障害」で統一してしまうようなこと
はできません。とまれ，「傷害」と打
ち込んだつもりでも，確かめないと，
ワープロは「障害」になっていること
があるので注意が必要です。

◎訂正とお詫び
第2号の目次，病態生理各論（3）の執
筆者名を「審良静夫」としましたが「審
良静男」の誤りでした。訂正し，お詫び
いたします。
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特集：不整脈
さまざまな全身状態や心機能のもと，さまざまな不整脈と対峙しなければならない集中治療医
に求められるものは，循環器内科医に求められる不整脈管理とは大きく異なり，既存のエビデ
ンスや教科書的知識をそのままあてはめられるものではありません。本特集は，集中治療なら
ではの acute setting における不整脈診療に必要な知識とは何かを考え，現場で通用する知識
を示すことを目的としています。

1. 不整脈診療の歴史的変遷� 東京都済生会中央病院 循環器内科　三田村 秀雄

2. 不整脈診療の基本「心筋とイオンチャネル」� 千葉大学医学部 病態制御治療学講座薬理学教室　中谷 晴昭

3. 抗不整脈薬の薬理
	 （1）Na チャネル遮断薬を知る� 東京女子医科大学 循環器内科　志賀 　剛

	 （2）K チャネル遮断薬を正しく使う� 東海大学医学部 循環器内科　吉岡　公一郎

	 （3）マルチチャネル遮断薬としてのアミオダロン� 吉岡　公一郎

	 （4）β遮断薬� 大阪大学大学院医学系研究科 麻酔科　林　 行雄

	 【コラム】Vaughan Wiiliams 分類と Sicilian Gambit 分類� 志賀 　剛

4. 心房細動治療の科学と実践「洗練された心房細動治療とは？」
	 （1）心房細動ガイドラインの up to date� 聖路加国際病院 循環器内科　西原 崇創

	 （2）集中治療における心房細動の成立要因を考える� 西原 崇創

	 （3）心房細動における rate control について� 心臓血管研究所 循環器内科　庄治 正昭・山下 武志

	 （4）心房細動の rhythm control について� 心臓血管研究所 循環器内科　朝田 一生・山下 武志

	 （5）抗凝固療法の適応とその実際� 藤田保健衛生大学 循環器内科　渡邉 英一

	 （6）再発予防策と治療抵抗性心房（粗）細動の治療� 慶應義塾大学医学部 循環器内科　相澤 義泰・香坂 　俊

	 【コラム】短時間作用型β遮断薬の使用は心房細動診療をどう変えたか？� 大阪大学大学院医学系研究科 麻酔科　林　 行雄

	 【コラム】心房細動治療と心房粗動治療の相違� 慶應義塾大学医学部 循環器内科　香坂 　俊

	 【コラム】Wide QRS tachycardia の鑑別と治療� 香坂　　俊

5. 心室性不整脈の管理
	 （1）心室性不整脈治療総論 � University of California, San Diego 循環器科　齋藤 雄司

	 （2）心室性不整脈の治療根拠を考える� 齋藤 雄司

	 （3）静注アミオダロンをいかに使用するか� 神戸大学医学部附属病院 総合診療部　平岡　栄治

	 【コラム】リドカインの行方� 自治医科大学附属さいたま医療センター 麻酔科・集中治療部　讃井 將満

	 （4）治療抵抗性心室性不整脈について� 国立循環器病センター 循環器内科　里見 和浩

6. 非薬物治療について
	 （1）カテーテルアブレーションの現状� 慶應義塾大学医学部 循環器内科　福本 耕太郎・高月 誠司

	 （2）ICD 植え込みの適応と問題点� 杏林大学医学部 循環器内科　池田 隆徳

7. 集中治療における特殊病態と抗不整脈薬の選択
	 （1）抗不整脈薬の排泄・代謝経路／特殊病態での注意点 � Loyola 大学 循環器科　伊藤 大樹

	 （2）抗不整脈薬の有害事象� 自治医科大学附属さいたま医療センター 麻酔科・集中治療部　塩塚 潤二・讃井 將満
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